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Optically　active　epoxides 　are　useful　chiral 　synthons 　in　organic 　synthesis ．　In

biQIQgiGal　productioll　routes，　kinetic　resolution 　of　racemic 　epoxides 　using 　whole 　cells

might 　be　commercially 　use 血l　because　it　is　possible　to　ob重ain　chiral　epoxides 　with 　high

optical　purities　frem　relatively 　cheap 　and 　readily 　available　racemic 　epoxides ．　In　this　study ，
chiral 　epGxides 　could 　be　obtained 　f士om 　their　racemates 　via　ellantioselective　hydrolysis

using 　epoxide 　1iydrolase　activities　of　newly 　isolated　alkene −ut 孟lizing　strains．

　　　　　　　　　Epoxide　 hydrolase　 a（洫vities 　 were 　 ide皿tified　 in　Aspergillus　 ll’ger，

unidentified 　strain 　CHI2
，

（］andida か opicaiis 　ATCC 　20336　and 　a　lnutant 　of 　Candida

tropicalis．　The　epoxide 　hydro  se　ofA ，　niger 　has　a　broad　substra 重e　specificity ，　and 　absolute

confIguration 　and 　yield　depend　Mghly　on 　the　sUbstrate 　structures・Optically　pure　（S）−

styrene　Qxide 　a皿 d （S）−epichlorohydrin ，
　the　important　intermediates負〕r　the　synthesis　Qf

phanuaceu廿cals 　and 　agroche 皿 icals，　could 　be　obtained 　via　microbial 　resolu 口on 　of 　their

racemates 　with 　32　and 　20％ yie豆d ，
　respe σ廿vely．
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749 代謝一微生物変換融合 シス テ ム に よるラセ ミ体 シ トロネ ロ
ー

ルの 光学分割

（関 西ペ イ ン ト ・技術研 、 慶應大 ・理工 ） 0 小 田　忍 、 須貝 　威、太 田博道

【目的】　 標題 の 融合シス テ ムは 、 グル コ ー
ス の 代謝由来の acetyl ・CoA をア セチル ドナ

ーと し 、 微生物の alcohol 　acetyltransferase （AATFase 》を利用 して 、界 面バ イオ リァ クタ

ー
の 有機相 に添加 した一

級ア ル コ
ール を ア セチ ル 化 し得 る 。 本研 究 で は 、 Pich’a　kluyveri

を本シス テ ム に 適用する こ とによ り、これ まで酵素的に 実施 困難 で あ っ た 「反応点と不

斉点 とが 離れた 一級アル コ ール の光学分 割」 に成功 した 。

【方法及 び結果】　 寒天 平板型界面バ イオ リア クタ ーを用い て 、 代謝一微生物変換融合活

性 を有する 酵母 をス ク リーニ ング し、（S）・citronellol を優先 的にアセチ ル化 し得る酵母

Pichia　kluyveri　I　FO 　1　t　65 を見 出 した 。 本酵母 は E 値 160 以上の 高い エ ナンチ オ選択性で

ラ セ ミ体 citronellolを光 学分 割 し 、 得 られ た （S）−citronellyl　acetate と （R）・citronellolの

e ．e ．は それ ぞれ 95，3 、 93．8°1eに達 した 。 本酵母 はまた 、 非 常 に強い citronellol耐 性 を有

して お り 、 toe／e を超える citroneliol をも処理可能で あっ た 。 本シス テ ム は長期安定性 に

も優れ 、 3 ヵ 月 に渡 る繰 り返 しバ ッ チ処理 も可能で あ っ た。 さ らには、総容 量 100L の

新型界面バ イオ リア クタ ー （高層 型界 面バ イオ リア クタ ー）によ る量産検討 につ い て も

述 べ る 。
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